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きさ田秋

≡
－

育
児
、
仕
事
尾
両
立
で
き
る
環
境
に

大
仙
市
長
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」

大
仙
市
の
老
松
博
行
市
長
は
2
2

日
、
部
下
が
育
児
と
仕
事
を
両
立

し
」
業
績
も
上
げ
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
む
上
司
「
イ
ク
ボ

ス
」
を
目
指
す
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」

を
し
た
。
市
に
よ
る
と
、
県
内
市

町
村
長
の
イ
ク
ボ
ス
宣
言
は
4
例

日
。
課
長
以
上
の
職
員
約
9
0
人
も

行
っ
た
。
老
松
市
長
は
市
役
所
大
会
議
室

で
職
員
を
前
に
、
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
実
現
の
た
め
、
自
ら
も

イ
ク
ボ
ス
と
な
る
」
な
ど
と
宣
言
。

実
現
に
向
け
た
方
針
と
し
て
▽
職

員
が
育
児
休
業
や
介
護
休
暇
を
取

得
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る
▽
超
過
勤
務
縮
減
や
休

暇
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
－
な

ど
の
4
ヵ
条
を
読
み
上
げ
た
。

宣
言
に
先
立
ち
、
課
長
以
上
の

職
員
を
対
象
に
「
イ
ク
ボ
ス
が
増

え
れ
ば
大
仙
が
変
わ
る
⊥
と
題

し
た
研
修
会
を
実
施
。
講
師
を
務

め
た
N
P
O
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
・
ジ
ャ
パ
ン
東
北
（
仙
台
市
）

の
竹
下
小
百
合
代
表
理
事
は
、
上

司
自
身
が
心
の
充
実
を
図
る
こ
と

も
必
要
だ
と
述
べ
、
ス
ト
レ
ス
解

消
法
を
紙
に
書
く
よ
う
指
示
。
早

朝
の
運
動
や
温
泉
入
浴
、
田
ん
ぼ

の
草
刈
り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

た。
イ
ク
ボ
ス
普
及
を
図
る
市
男
女

イ
ク
ボ
ス
重
吉
し
た
大
仙
市
職

員
ら

共
同
参
画
推
進
室
の
伊
藤
栄
子

室
長
は
「
市
が
率
先
し
て
取
り
組

み
を
進
め
、
今
後
は
企
業
に
も
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た。

（
田
中
倫
子
）

鈴
木
市
長
の
資
産
公
開
湯
沢
市

湯
沢
市
は
2
5
日
、
4
月
に
当
選

し
た
鈴
木
俊
夫
市
長
の
資
産
を
公

開
し
た
。

資
産
等
報
告
書
に
よ
る
と
、
内

訳
は
▽
建
物
1
6
8
平
方
㍍
（
3

1
5
万
円
）
持
ち
分
2
分
の
1
▽

預
金
2
0
0
万
円
▽
普
通
自
動
車

1
台
▽
ゴ
ル
フ
場
会
員
権
。

面
積
は
小
数
点
以
下
、
金
額
は

1
万
円
未
満
を
そ
れ
ぞ
れ
切
り
捨

てた。市
の
条
例
や
規
則
で
は
、
市
長

の
資
産
等
報
告
書
は
任
期
開
始
か

ら
1
0
0
日
以
内
に
作
成
し
、
そ

の
翌
日
か
ら
6
1
日
目
以
降
に
閲
覧

で
き
る
。
報
告
書
は
市
役
所
本
庁
舎
で
閲

覧
が
可
能
。

（
大
石
卓
見
）

東
北
の
写
真
館
な
ど
で
つ
く
る
東
北
六

県
写
首
節
会
連
合
会
が
主
催
す
る
本
年
度

の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
2
0
1
1
、
1
5

年
に
続
き
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
。
「
励
み
に
な
る
。
や
っ
て
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
′
と
喜
び
を

ロ
に
し
た
。

実
家
は
、
父
勝
利
さ
ん
（
巷
が
大
仙
市

太
田
町
で
開
業
し
た
写
真
館
。
高
校
卒
業

後
、
東
京
工
芸
大
学
で
写
真
を
学
び
、
大

分
県
別
府
市
の
写
真
館
で
修
業
、
2
8
歳
で

実
家
に
戻
っ
た
。
現
在
は
撮
影
の
ほ
と
ん

ど
を
井
上
さ
ん
が
担
う
。

靂
澤
し

受
賞
作
品
「
二
十
歳
の
時
」
は
、
今
年

成
人
を
迎
え
る
振
り
袖
姿
の
女
性
を
撮
影

し
た
。
「
見
返
り
美
人
図
」
の
よ
う
に
後

ろ
か
ら
横
顔
を
捉
え
る
構
図
。
照
明
を
駆

使
し
、
大
人
っ
ぽ
さ
が
出
て
き
た
女
性
の

美
し
さ
を
際
立
た
せ
た
。
モ
デ
ル
女
性
の

中
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
井
上
さ
ん
が

手
掛
け
て
お
り
、
「
大
人
に
な
っ
て
か
ら

来
店
し
て
く
れ
て
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

少
子
化
の
影
響
で
学
校
関
係
の
仕
事
が

減
る
な
ど
経
営
は
楽
で
は
な
い
が
、
撮
影

ス
ペ
ー
ス
の
改
装
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
卒
業
ア

ル
バ
ム
の
制
作
な
ど
を
行
い
、
顧
客
の
獲

得
に
努
め
て
い
る
。
「
腕
を
磨
き
続
け
、

お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
一
枚
を
残
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。
　
（
田
中
倫
子
）

ン
テ
ス
ト
と
第
3
6
回
全
日
本
小
学

校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
東

北
大
会
は
1
0
月
2
9
田
に
岩
手
県
奥

州
市
の
水
沢
総
合
体
育
館
で
、
第

4
6
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト

ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会
は
1
0

月
明
2
9
日
に
宮
城
県
利
府
町
の

グ
ラ
ン
デ
ィ
2
1
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
そ
れ
ぞ
れ

字
一
小
、
山
王
中
、

和
洋
高
、
保
戸
野
津

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
ガ

R
a
b
b
i
t
S
、

プ
バ
ト
ン
サ
ー
ク
ー
ー

ン
ク
ラ
ブ
、
バ
上

t

－

1

e

 

M

e

一

太
田
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ー

ド
〝
S
p
r
O
u
⊥

生
保
内
小
、
由
利
十

大
曲
工
高

闇
厨
厨

【弛胡】．

▼
泰
山
堂
の
お
母
さ
ん
と
無

国
籍
勝
手
料
理
づ
く
り
＝
1
0
月

4
日
午
前
1
0
時
～
午
後
1
時
、

農
家
民
宿
・
泰
山
堂
。
参
加
費

5
0
0
円
。
5
0
0
円
分
の
食

材
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
持
参
。

定
員
7
人
。
2
7
日
ま
で
要
予
約
。

N
P
O
法
人
秋
田
花
ま
る
っ
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
℡
0
1
8
・
8
2
9
・
5

8
9
5【横手市】

▼
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
教
室
＝
2
7
8

グ
リ
ー
ン
ス
タ
”

ね
・
ま
～
れ
。

【大仙市】

▼
被
災
者
支
援
特
別
合
同
行

政
相
談
所
＝
2
9
日
午
後
1
～
4

時
、
西
仙
北
中
宍
公
民
館
。
大

雨
被
害
に
関
す
る
相
談
な
ど
。

無
料
。
税
理
士
、
弁
護
士
に
よ

る
相
談
は
要
申
し
込
み
。
秋
田

行
政
評
価
事
務
所
℡
0
1
8
・

8
2
3
・
l
1
0
0

【仙北市】

▼
刺
子
と
人
形
展
＝
2
9
日
～

1
0
月
1
日
午
前
1
1
時
～
午
後
4

時
半
（
最
終
日
は
4
時
）
、
角

古
口
丁
へ
ノ
百
一
才
コ
，
に
0
　
庄
“
吐
「
○

【横手市】

▼
銀
杏
同
窓
A

総
会
＝
1
0
月
2
1
ロ

～
午
後
2
時
半
、

イ
l
T
パ
レ
ス
。

0
円
。
懇
親
会
血

ど
。
申
し
込
み
け

成
田
さ
ん
℡
0
1

・
9
2
2
7

∴

　

　

∴

　

　

　

つ

【
湯
沢
市
こ

中
央
病
院
℡
9


